
附属ＰＴＡが「改革モデル」を四国地区のＰＴＡに発信

令和元年度10月13日（日）、丸亀市綾歌総合文化会館（アイレックス）にて、日本ＰＴＡ四国ブロック研

究大会が開催された。その中のパネルディスカッションの場で、附属坂出学園ＰＴＡの村上副会長が、
香川県のすべての学校を代表し、本学園の改革やＰＴＡの取組を先進的かつモデル的な活動として
1000人を超える多くの参会者の前で発表した。

全国でも珍しい幼・小・中学校が１つの組織としてまとまった取組であること。特別支援学校のＰＴＡ組
織とも連携しながら学校行事に参画していること。コミュニティスクールの一環として保護者が主体と
なって取り組む「保護者によるキャリア教育」「親子天体観測会」「土曜メンテナンス」「登下校時の見守
り」などの特色ある活動を充実させていること。１２年間を通して親子の絆、親同士の絆、親と先生との
絆づくりに努めていること。などを具体的に発信した。「子どもと親、学校の先生、地域の方々が同じ方
向を見ながら成長しようとしている」という最後の言葉が印象的であった。

特に、保護者の方が附属坂出学園の改革について多くの参会者に説明をし、保護者も改革の一員と
しての原動力になるという力強い意気込みがあり、とても価値あるメッセージであった。

１ 香川県を代表して附属坂出学園ＰＴＡが発表している様子

①四国地区の1000人を超えるＰＴＡの方々が参加

③附属坂出学園改革やＰＴＡ活動について発表

２ 参会者（他県のＰＴＡの方）の声

・幼・小・中学校が１つのＰＴＡ組織として活動して
いることは大変な面があると思うが、１２年間での
ＰＴＡ活動はとても効果的だと感じた。

・附属学校の今の現状を知ることができたし、ＰＴ
Ａが主体となって改革を推進していることは素晴ら
しい。

・ＰＴＡが主体となって取り組んでいる活動は、ど
れもモデル的な活動ばかりで、私たちも今後参考
にさせてもらいたい。

・ＰＴＡがメインとなって活動する取組がとても充実
していてすごいと思った。

②パネルディスカッションの様子
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